
「
I
o 

T
と
省
エ
ネ
行
動
〜
節
電
対
策
を

攻
め
の
投
資
と
す
る
に
は
！
〜
」と
題
し
て

基
調
講
演
。
省
エ
ネ
は
快
適
性
の
向
上
や

B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）の
強
化
な
ど
多

く
の
波
及
効
果
を
生
み
出
し
、
積
極
的
な

投
資
の
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
を
、
30
％

の
節
電
を
達
成
し
た
東
京
大
学
を
は
じ
め

と
す
る
事
例
を
交
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
用
い
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
江
戸
時
代
の
食
文
化
体
験
な

ど
、
参
加
形
式
で
省
エ
ネ
行
動
の
大
切
さ

を
伝
え
る
試
み
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

省
エ
ネ
行
動
を
柱
と
し
た

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
へ

ガ
ス
業
界
も
『
B
E
C
C 

J
A
P
A
N
』

に
参
画
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
行
動
の
推
進

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
そ
の
拠
点
と
な

ま
す
。
こ
れ
は
ガ
ス
を
販
売
す
る
と
い
う

従
来
の
事
業
形
態
か
ら
、
持
続
可
能
な
未

来
の
実
現
に
広
く
貢
献
で
き
る
事
業
者
へ

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
意
味
し
ま
す
。

そ
こ
で
大
き
な
事
業
の
柱
と
な
る
の
が
、

省
エ
ネ
行
動
の
推
進
で
す
。
省
エ
ネ
機
器

を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
使
用
す
れ
ば
快
適
な
省
エ
ネ
ラ
イ

フ
を
実
現
で
き
る
の
か
？　

そ
れ
ぞ
れ
の

お
客
さ
ま
に
合
っ
た
提
案
を
、
行
っ
て
い

く
の
で
す
。

振
り
返
れ
ば
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案

や
創
造
は
、
ガ
ス
業
界
が
得
意
と
す
る
分

野
で
す
。
こ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
ハ
ー

ド
面
の
み
な
ら
ず
ソ
フ
ト
面
を
よ
り
一
層

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
と
と
も

に
発
展
す
る
事
業
者
で
あ
り
続
け
る
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。
省
エ
ネ
行
動
の
推
進
に
向

け
、
各
分
野
の
研
究
者
と
共
同
研
究
も
進

め
て
い
ま
す
（
上
）。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
そ

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

る
の
が
『
暮
ら
し
創
造
研
究
会
』。
同
組

織
は
業
界
横
断
的
な
取
り
組
み
と
し
て

２
０
１
４
年
に
設
立
さ
れ
、
ガ
ス
業
界
、

住
宅
業
界
、
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
が
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
者
目
線
で
の
省

エ
ネ
社
会
の
実
現
に
向
け
た
研
究
や
提
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。

何
故
、
ガ
ス
業
界
と
し
て
省
エ
ネ
行
動

に
取
り
組
む
の
か
？　

そ
れ
は
地
球
温
暖

化
と
い
う
切
実
な
問
題
を
、
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

日
本
は
国
際
社
会
へ
の
約
束
と
し
て
、

C
O
２
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
、
２
０
３
０
年
度
で
２
０
１
３
年

比
26
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
部
門
別
の
内
訳
を
見
る
と
、
家
庭
部

門
で
は
39.
３
％
と
い
う
非
常
に
高
い
削
減

率
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
ガ
ス
業
界
は
省
エ
ネ
高
効
率

給
湯
器〈
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
〉や
家
庭
用
燃
料
電

池〈
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
〉な
ど
、
省
エ
ネ
機
器
の

開
発
や
普
及
を
通
し
て
家
庭
部
門
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す

る
に
は
、
機
器
を
使
う
お
客
さ
ま
の
行
動

に
訴
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

都
市
ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
も
目
前

に
迫
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
事
業
者
は
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
へ
の
変
革
を
、
い
よ

い
よ
具
体
的
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

省
エ
ネ
行
動
推
進
の

中
核
を
担
う
会
議

『
B
E
C
C
』は
、
ア
メ
リ
カ
で
２
０
０
７

年
に
始
ま
っ
た
研
究
発
表
会
議
で
す
。
日

本
で
は
前
ペ
ー
ジ
に
登
場
し
た
中
上
英
俊

さ
ん
が
主
宰
す
る「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
研

究
会
」が
中
心
と
な
っ
て
、
２
０
１
４
年
に

『
B
E
C
C 

J
A
P
A
N
』を
設
立
。
年
１

回
開
催
さ
れ
る
会
議
に
は
研
究
者
が
一
堂

に
会
し
、
省
エ
ネ
行
動
の
推
進
に
向
け
た

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
回
目
と
な
る
２
０
１
６
年
は
、
９
月

６
日
・
７
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
日
目
の
本
会
議
は
慶
應
義
塾

大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
港
区
）で
、

大
学
や
ガ
ス
事
業
者
な
ど
の
企
業
に
よ
る

研
究
発
表
42
本
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
江
崎
浩
さ
ん
が

日
本
に
省
エ
ネ
行
動
を
根
付
か
せ
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、

『
B
E
C
C 

J
A
P
A
N
』（
行
動・エ
ネ
ル
ギ
ー・気
候
変
動
に
関
す
る
研
究
発
表
会
議
）。

２
０
１
６
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
会
議
の
様
子
と
、

家
庭
部
門
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
向
け
て
、

と
も
に
取
り
組
み
を
推
進
す
る
ガ
ス
業
界
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

『
B
E
C
C 

J
A
P
A
N
』と
と
も
に
省
エ
ネ
行
動
を
推
進
し
、

持
続
可
能
な
未
来
の
実
現
を
目
指
す
。

写真／熊谷仁男、日本ガス協会（P6④）

1 : 2016年９月に2日間にわたって開催された『BECC JAPAN 2016』。1日目は慶應義塾大学で本会議。／ 2: 基調講演では東京
大学大学院の江崎浩教授が、省エネが多くの新しい価値を生むことを語る。／ 3 : 口頭発表セッションでは、研究発表者と参加
者の間で活発な意見交換も。／ 4 : ２日目のワークショップでは、『エコな住まい方すごろく』（14 〜 15ページ）を体験。
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各分野の研究者と進める省エネ行動

家庭部門の省エネ・
温室効果ガス
排出量削減の推進

社会的ムーブメント
の形成

省エネな新築住宅や
リフォームの普及

教材の開発と普及 効果的な見える化
方法や情報提供

『BECC JAPAN』
の開催

家づくりにおける
省エネ意識の向上

省エネ行動を推進する
手法の開発・普及

生活全般における
省エネ意識の向上・教育

省エネ行動の認知、
社会意識の醸成

慶應義塾大学
杉浦 淳吉（14～15ページ）

横浜国立大学
松葉口 玲子（16～17ページ）

東京都市大学
坊垣 和明（8～9ページ）

日本女子大学
天野 晴子（12～13ページ）

東京大学
前 真之（10～11ページ）

住環境計画研究所
省エネルギー行動研究会
中上 英俊（4～5ページ）

レ
ポ
ー
ト

ガ
ス
業
界

『暮らし創造研究会』
シンポジウムのお知らせ

2017年3月2日（木）
経団連会館 国際会議室

（東京都千代田区大手町１-３-２）

詳細は１月下旬『暮らし創造研究会』
ホームページでご案内します。

http://kurashisozo.jp/
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